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 【事前収録された授業動画の視聴】 

 

6 年「拡大図と縮図」の学習。事前に収録していただい

た授業動画を、加固先生が直接解説を加えながら、

参加者それぞれが勤務校にて視聴しました。 

 

 自力解決の場面で加固先生が大切にしていること

は、「まず周りの子としゃべろう」ということだそうです。学

級経営上でも、誰とでも関われるようにするためで、先

生が指示せず、「いつでも相談していい」「分からないっ

て言っていいんだ」という風土を、算数以外の授業でも

日常的に実践されていることが、視聴した授業動画か

らも伝わってきました。「どうしてそう思ったの？」という

「発想の源を問う」授業を通し、石算研の研究でもある

「数学的な見方・考え方を共有させる手立て」につなが

るご示唆をいただきました。 

 

 初めての試みだったため、授業動画の音声が聞こえ

にくいなどの諸問題もありました。しかし、これまでの部

会員の声「道外の先生方の授業が見たい」という希望

に一定程度応えられたのではないかと思います。  

 
【加固先生によるご講演】 

 

 参加者との質疑応答では、課題の出し方や、焦点化

について、ノートの使い方がタブレットに変わってきたこ

と、算数科における深い学びなどについて、ざっくばらん

にお答えいただきました。 
 拡大図と縮図で学習した内容を「他の場面でも使え

るか（例えば校舎の高さを求める）」考え、それを「自分

で広げられるか」に向けて、知識を構造化させていく

（精緻化）ことなど、専門的なことも教えていただきまし

た。 
 最後に、明治図書オンライン「教育 zine」内に「個別

最適な学び」「『数学的な見方・考え方』を重視した個

別学習」などのコラムを投稿しているとのことなので、最

新の算数科教育について、いつでもチェックすることが

できます。どうぞ検索してみてください。 

 


